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1. はじめに 
近年，観光振興における情報発信の重要性が認

識され，観光ガイドシステムへの導入ニーズが高

まっている．筆者らは，複数観光地で利用可能な

ユニバーサルデザイン(UD)に配慮した観光情報配

信のためのコンテンツ管理システム(CMS)の実践的

研究に地域と連携して取り組んできた 1)．同システ

ムは各観光施設で観光客の特性と位置に応じて情

報を配信するシステムの生成が可能となっており，

岩手県平泉の毛越寺などに導入され，他地域から

も同様の取組要望が寄せられている．しかし，観

光地のニーズや特性は多様であり，それらに柔軟

に対応できる仕組みは，実装されてはいない． 

そこで，本研究では観光地の多様なニーズに対

応可能な観光情報配信のためのコンテンツ管理シ

ステム(観光 CMS)の設計・開発を行い，岩手県内

の 5 つの観光地で導入可能性を検証した． 
 

2. 観光地の現状課題 
2.1 観光地調査 

複数の観光地で観光 CMS を導入し，情報を配信

する際の方向性を検討するために，これまで連携

協力を行ってきた平泉町やえさし藤原の郷と新た

に連携協力依頼のあった観光地である自治体 A，

観光施設 B，観光施設 Cの調査 2)を行った． 

その結果，これまでにシステムを導入した毛越

寺等は，施設単位で情報を配信してきたが，今後

システム導入を予定している平泉町や自治体 A は，

複数の観光施設から構成された観光圏となってお

り，従来のシステムでは対応できていない．さら

に各観光地で様々な情報配信ニーズや特性が挙げ

られ，これらに対応するには，従来の UDに特化し

たシステムでは難しいことが分かった．また，導

入組織によっては，職員がコンテンツを編集でき

る簡易なインタフェース(IF)の必要性も示唆された． 

2.2 観光客の観光行動 

自治体 A では，事前サイトと現地支援システム

の連携ニーズが挙げられ，現地支援に特化した従

来のシステムでは対応しきれていない．そのため，

これまでのように現地の支援だけに着目するので

はなく，観光行動における AISCEAS モデル 3)の観

点から観光の事前・現地・事後間で相互に連携し，

観光行動に即した支援を行うことが望ましい． 

2.3 大学との連携 

当研究室では，観光客の位置情報に応じて現地

の観光を支援するシステムの導入要望が多いが，

各学生が観光地のテーマに応じて類似した機能を

開発しており効率的ではない．また，異なるコー

ディングル－ルで開発された類似システムは，学

生卒業後に管理しきれず，引継ぎが困難な状況に

なる．さらに，コンテンツや位置情報の管理まで

手が回らず，メンテナンスも難しい．そのため，

限られた時間で運用に耐えうるシステムを開発す

るには一定の開発力と時間の確保が必要になる． 
 

3. 設計・開発 
3.1 設計方針 

 現状の課題を踏まえ 3 つの設計方針を定めた． 

方針 1)導入組織に応じた情報管理：観光地を表１

に示すように構造化し，導入組織であるエリア単

位で観光情報を管理し，配信していく． 

方針 2)事前・現地・事後の連携：API を設け，現

地の支援を中心に事前・事後サイト間とのコンテ

ンツ共有や取得，連携を図る． 

方針 3)観光地と学生に応じた現地支援システム導

入の簡易化：開発用フレームワークを設け，従来

のシステムをニーズに応じてカスタマイズし，導

入することを可能にする．その際，共通して利用

できる機能は一元化し，観光 CMSが標準で提供す

る．また，各種開発を支援するツールを提供する． 

3.2 開発 

 システムの構成を図 2 に示す．方針 1 から 3 に

対応するために ID 管理部(IDM)，UD コンテンツ管

理部(UDCM)，アプリケーションプログラム管理部

(APM)から構成した．観光客は，自身の携帯電話か

ら情報を取得する．開発言語には PHP と JavaScript，

データベース(DB)は，MySQL を使用した．位置認

識に GPS を利用する場合は，スマートフォン上の

アプリから情報を提供する 4)． 

エリア 
(例 1: 平泉町) 

(例 2: 奥州市) 

 

同一の観光振興目的を有する地域 
都道府県や市町村等の行政圏の他，特定のテーマによる観

光広域圏，大規模な観光施設等に相当し，観光情報システ

ム導入時の情報提供範囲や運営体制を規定し管理する． 

ゾーン 
(例 1: 平泉の毛越寺) 

(例 2: 奥州えさし藤原の郷) 

エリア内の観光施設 
エリア内に存在する観光施設を指し，エリア内にゾーンが

一つの場合，エリアとゾーンは，等しい関係で表される．

複数のエリアから一つのゾーンが管理される場合もある． 

スポット 
(例 1: 毛越寺の南大門) 

(例 2: 藤原の郷の伽羅御所) 

ゾーン内の比較的広い範囲の観光資源 

ゾーン内に点在する個別の名称を持った場所．ゾーン

がない場合は，存在しない． 

サブスポット 
(例 2:伽羅御所の寝殿) 

スポット内の比較的狭い範囲の観光資源 

スポット内に点在する個別の名称を持った場所．スポ

ットがない場合は，存在しない． 
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表 1 観光地の構造 
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3.3 機能概要 

 以下に観光 CMSの各機能を説明する． 

IDM:観光客からのアクセスに対して，認証を行い，

QR コード，GPS，IC タグに応じて位置情報 DB を

参照し紐づけられたコンテンツ ID を探索する．こ

の際，位置認識に応じて誤差の修正やアクセスロ

グの収集を行う．また，エリアに応じた学生が位

置情報を Google Maps上で視覚的に管理できる．ロ

グデータは分析し地図上に可視化され，施設職員

や学生が閲覧することができる． 

UDCM:IDM からの情報を元に UD 特性と位置に応

じて UD支援，解説，クイズ，トイレ案内等の情報

を配信する．提供するコンテンツは，エリアに応

じた学生が UD特性ごとに登録・管理できる．また，

エリアごとに従来の標準的な情報提供とは別に配

信方法をカスタマイズして情報を配信できる．施

設職員には，更新用の簡易な IFを提供する． 

APM:API を活用することで，エリアに応じた学生

からのアクセス方式に応じて，適切なデータの生

成を行い，事前・事後サイトと現地システムとの

連携やコンテンツ共有が可能になっている．また，

フレームワークを活用することで，エリアのニー

ズに応じたシステムの生成が可能となっている．

その際，位置認識やユーザ，コンテンツ，ログ等

の管理など共通して活用できる機能は，観光 CMS

が標準で提供する．また，開発を簡易化させるラ

イブラリやツールを提供している． 
 

4. システム導入検証 
 本システムを活用し，5 つの観光地でシステムの

導入検証を行った．平泉町(7 ゾーン)とえさし藤原

の郷(1 ゾーン)では筆者が観光 CMS に UD コンテ

ンツを登録することで，従来のシステムを導入し，

2011 年 7 月から翌年 11 月までに 5500 人以上の観

光客に利用され良好な評価を得ている．このよう

に平泉町のような複数ゾーンを保有するエリアで

の観光支援が可能となっている． 

 自治体 A，観光施設 B，C では，当研究室の学生

が APM を活用してシステムの実装を行った．シス

テム画面を図 2 に示す．観光施設 B では，ゲーム

性を加え回遊を促進するためにメインキャラと園

内を散策する仕組みが実装され，2012 年 6 月にシ

ステムを導入し，試験運用を開始した．観光施設 C

では，豊富な観光資源を整理し，観光客の趣味や

趣向に応じてコースを提供するシステムが実装さ

れ，2012 年 10 月にシステムを導入し，試験運用を

開始した．自治体 A では，事前サイトと連携し，

スケジュールに応じた観光支援を行うシステムが

実装され，事前サイトと現地の連携システムの構

築が可能であることは確認できたが，導入には至

っていない． 

各学生は，ニーズに応じた配信ロジックのみの

開発を行っており，一元化された IDM，UDCM の

標準機能やライブラリを活用したことで開発工数

を削減し，メンテナンス性も向上したと考えられ

る．また，観光施設 B, C の職員からヒアリングを

行った所，開発されたシステムに満足しており継

続の要望を頂いた．その際に当初イメージしてい

たシステムが違和感なく作られたという意見を頂

き，観光 CMS を用いて，各ニーズに応じたシステ

ムの開発が可能であることが示された．また，簡

易 IFに関しても有用であるという評価を頂けた． 
 

5. おわりに 
 本研究では，観光地の多様なニーズに対応可能

な観光 CMS の設計・開発を行い 5 つの観光地でシ

ステムの導入検証を行った．その結果，4 つの観光

地で運用を開始し(試験運用含む），複数観光地へ

のシステム導入が可能であることが示された．ま

た，施設職員からも継続の要望を頂けた．今後は，

複数観光地の情報を一元管理する上で，バックア

ップ体制や安定稼働，大量に蓄積されたログの最

適な利活用を検討していく． 
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表 1 観光地の構造化 

図 2 システム画面(左:A 中央:B 右:C) 

 

 

図 1 システム構成図 
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